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(57)【要約】
【課題】光コネクタの全長及び内部容積を削減でき、こ
れに伴う光コネクタの実装部位のスペースを削減可能と
したＬＣ型簡易光コネクタを提供する。
【解決手段】光プラグＰを一端開口部３Ａから挿入する
プラグ挿入孔３を貫通したアダプタハウジング１０の他
端開口部３Ｂに装着される被係止片付きスリーブ２０を
備え、該被係止片付きスリーブ２０は、アダプタハウジ
ング１０の他端開口部３Ｂに突設した係止片１２のオス
側フック部１２ａを係止させる被係止片２２を備え、該
被係止片２２の各外壁面に端部から側面視略コ字形凹溝
状に窪ませ後端にメス側フック部２２ａとその上下両端
に段差状のストッパ部２２ｂを対設するとともに、前記
係止片１２先端の対向内面に前記メス側フック部２２ａ
に係架されるオス側フック部１２ａが各形成される。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ＬＣ型光プラグを一端開口部から他端開口部側までにわたり軸方向に沿って挿入するプ
ラグ挿入孔を貫通してなるアダプタハウジングと、該アダプタハウジングの他端開口部に
装着される被係止片付きスリーブと、該被係止片付きスリーブに割りスリーブを介して挿
入される簡易型光プラグとを備え、前記被係止片付きスリーブは、前記アダプタハウジン
グの他端開口部に突設した係止片を係止させるための被係止片を軸方向に沿って突設した
平面視略コ字形状の固定枠部と、該固定枠部を突き抜けて両側に突出する円筒状スリーブ
部と、前記被係止片の内側後端面に固定される上下一対の弾性係止片とを備え、前記被係
止片は、その各外側壁面に先端部から後部側に向かって側面視略コ字形凹溝状の窪み部を
設け、該窪み部の後端に縦型段差状のメス側フック部と、その上下両端側に横型段差状の
ストッパ部を各対設するとともに、前記係止片先端の相対向する内面には、前記被係止片
に設けたメス側フック部に係架されるオス側フック部を形成してなることを特徴とするＬ
Ｃ型簡易光コネクタ。
【請求項２】
　前記ストッパ部の上下間隔は、前記係止片の縦幅と同じ長さを有していることを特徴と
するＬＣ型簡易光コネクタ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、小形化、簡易化及び低コスト化が要求される高密度実装型の光インターフェ
ースとして用いられるＬＣ型簡易光コネクタに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、ＬＣ型の光プラグを相互接続するための２心型の光コネクタとしては、図８に示
すように、角筒状のアダプタハウジング１００の両端に、光学軸が一致するように光プラ
グＰの一方の嵌合部Ａと、光プラグその他の光学部品の他方の嵌合部Ｂとをそれぞれ備え
ている。
【０００３】
　前記アダプタハウジング１００は、上側壁、左右の側壁、底壁、１つの仕切壁とが一体
に形成されて２つの嵌合部Ａ、Ａ（Ｂ、Ｂ）が並置されて成り、当該アダプタハウジング
１００中央には略コ字枠状となった左右一対の接合端壁１０１が配置され、接合端壁１０
１の一方には、一方の円筒が嵌合部Ａに向けて突設してあると共に、接合端壁１０１の他
方には、他方の円筒が嵌合部Ｂに向けて形成してあり、両円筒が光学軸上で中心軸を一致
させてスリーブホルダーＷが形成され、スリーブホルダーＷの内側に円筒状の割りスリー
ブが装着され保持されている。
【０００４】
　一方、前記光プラグＰは、図８に示すように、プラグハウジングＨと、このプラグハウ
ジングＨ内にてフェルールＦを先端に保持するフェルールホルダＧと、このフェルールホ
ルダＧの後端側の外周部に装着される圧縮バネＥと、この圧縮バネＥを介してフェルール
ホルダＧの後端側に嵌合するストッパＳとを具備する。このとき、前記フェルールＦはプ
ラグハウジングＨ内に圧縮バネＥを介して軸方向に付勢保持されている。また、前記プラ
グハウジングＨの後方には、光ファイバ心線を保護して、変形による断線等を防止するブ
ーツＢが設けられている。
【０００５】
　また、前記プラグハウジングＨにはラッチＲが一体に設けられ、該ラッチＲの延設方向
略中央部の幅方向両側面には、それぞれ係止突起Ｖが設けられており、この係止突起Ｖを
介して光プラグＰが光コネクタ１のアダプタハウジング１００の係止溝（図示省略）に係
合するようになっている（図１及び図５（ｂ）参照）。さらに、トリガレバーＬがプラグ
ハウジングＨに一体的に設けられ、前記ラッチＲ先端の突起部Ｔに上方から当接している
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。このトリガレバーＬを押し下げることでラッチＲを倒して係止突起Ｖをアダプタハウジ
ング１００の係止溝（図示省略）から離反し、アダプタハウジング１００から光プラグＰ
が取り外せるようにしてある。
【０００６】
　また、従来では、特許文献１に示すように、細径フェルールを用いるＭＵ型簡易光レセ
プタクルにおいてもフェルールとハウジングの結合が確実に行える構造、及びプリント基
板への固定部材を有するＭＵ型簡易光コネクタ構造が提案されている。この構成によれば
、ハウジングは、プラスチックの一体成型で製造され、フェルール挿入孔の内部は、左側
半分はＭＵ型光プラグを受け入れるように、また、右側半分は、割りスリーブ及び簡易フ
ェルールを挿入する係止片付きスリーブを受け入れるように構成されている。
【０００７】
　すなわち、前記簡易フェルールは、フェルール挿入孔の最奥部（中間部）の係止片付き
スリーブ位置まで挿入可能となっている。そして、ハウジングには、フェルール挿入孔に
隣接して係止溝が設けられ、ＭＵ型光プラグが挿入される側には、一対の弾性フック片が
ハウジングに一体的に設けられている。弾性フック片の先端には、凸部がフェルール挿入
孔の中央に向って突出しており、これがＭＵ型光プラグのプラグハウジングに形成された
係止用突起に係合する。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００８】
【特許文献１】特許第３３２９４３６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　しかしながら、図８に示すＬＣ型光プラグを相互接続するための光コネクタは、双方向
から光プラグＰが挿入される長尺で且つ容積大のアダプタハウジング１００を備えている
ため、例えば高密度実装型の光インターフェース等として使用した場合、周辺の機器等（
隣接するＬＣ型の光プラグＰ等）が邪魔となり、プラグ抜脱作業に支障が生じてしまう虞
がある。
【００１０】
　また、上記した特許文献１の場合において、ハウジングのフェルール挿入孔の内部は、
左側半分はＭＵ型光プラグを受け入れるように、また、右側半分は、割りスリーブ及び簡
易フェルールを挿入する係止片付きスリーブを受け入れるように構成されていることから
、簡易フェルールはフェルール挿入孔の最奥部（中間部）の係止片付きスリーブ位置まで
挿入されるため、ハウジング自体が長尺で且つ容積大となり、例えば高密度実装型の光イ
ンターフェース等として使用した場合、光コネクタの実装部位のスペースが大きくなって
しまい、プラグ抜脱作業に支障が生じてしまう虞がある。
【００１１】
　そこで、本発明は、叙上のような従来存した諸事情に鑑み案出されたもので、簡易型光
プラグと組み合わせるのに加えて、アダプタハウジングの全長を短くすることができ、例
えばトランシーバ装置等の入出力インターフェースに使用した場合、光コネクタの内部容
積、及びこれに伴う光コネクタの実装部位のスペースが少なくて済むＬＣ型簡易光コネク
タを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　上述した課題を解決するために、本発明にあっては、ＬＣ型光プラグを一端開口部から
他端開口部側までにわたり軸方向に沿って挿入するプラグ挿入孔を貫通してなるアダプタ
ハウジングと、該アダプタハウジングの他端開口部に装着される被係止片付きスリーブと
、該被係止片付きスリーブに割りスリーブを介して挿入される簡易型光プラグとを備え、
前記被係止片付きスリーブは、前記アダプタハウジングの他端開口部に突設した係止片を
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係止させるための被係止片を軸方向に沿って突設した平面視略コ字形状の固定枠部と、該
固定枠部を突き抜けて両側に突出する円筒状スリーブ部と、前記被係止片の内側後端面に
固定される上下一対の弾性係止片とを備え、前記被係止片は、その各外側壁面に先端部か
ら後部側に向かって側面視略コ字形凹溝状の窪み部を設け、該窪み部の後端に縦型段差状
のメス側フック部と、その上下両端側に横型段差状のストッパ部を各対設するとともに、
前記係止片先端の相対向する内面には、前記被係止片に設けたメス側フック部に係架され
るオス側フック部を形成してなることを特徴とする。
【００１３】
　前記ストッパ部の上下間隔は、前記係止片の縦幅と同じ長さを有していることを特徴と
する。
【発明の効果】
【００１４】
　本発明によれば、簡易型光プラグと組み合わせるのに加えて、アダプタハウジングの全
長を短くすることができ、例えばトランシーバ装置等の入出力インターフェースに使用し
た場合、光コネクタの内部容積、及びこれに伴う光コネクタの実装部位のスペースが少な
くて済むものである。
【００１５】
　すなわち、本発明は、ＬＣ型光プラグを一端開口部から他端開口部側までにわたり軸方
向に沿って挿入するプラグ挿入孔を貫通してなるアダプタハウジングと、該アダプタハウ
ジングの他端開口部に装着される被係止片付きスリーブと、該被係止片付きスリーブに割
りスリーブを介して挿入される簡易型光プラグとを備え、前記被係止片付きスリーブは、
前記アダプタハウジングの他端開口部に突設した係止片を係止させるための被係止片を軸
方向に沿って突設した平面視略コ字形状の固定枠部と、該固定枠部を突き抜けて両側に突
出する円筒状スリーブ部と、前記被係止片の内側後端面に固定される上下一対の弾性係止
片とを備え、前記被係止片は、その各外側壁面に先端部から後部側に向かって側面視略コ
字形凹溝状の窪み部を設け、該窪み部の後端に縦型段差状のメス側フック部と、その上下
両端側に横型段差状のストッパ部を各対設するとともに、前記係止片先端の相対向する内
面には、前記被係止片に設けたメス側フック部に係架されるオス側フック部を形成してな
るので、双方向から光プラグ（ＬＣ型光プラグ同士、ＬＣ型光プラグと簡易型光プラグ）
が挿入される従来型長尺タイプのアダプタハウジングに対してアダプタハウジング自体の
軸方向の長さの短縮及び容積の減少を可能にする。
【００１６】
　要するに、従来ならばコネクタハウジングの軸方向の長さを長尺化することで当該コネ
クタハウジングのプラグ挿入孔の前後内端から装着される各種プラグを保持する複数の係
止部材のほぼ全部が前記コネクタハウジングでカバーされ保護されているのに対して、本
願発明では前記コネクタハウジングの軸方向の長さを短尺化することで前記複数の係止部
材が露出することに伴う種々なデメリットが解消される。
【００１７】
　詳しくは、前記メス側フック部に前記オス側フック部が係止されることで、前記アダプ
タハウジングの他端開口部に装着された被係止片付きスリーブの後方への抜脱を未然に防
止することができると同時に、上下のストッパ部により被係止片付きスリーブの上下移動
を阻止でき、且つ、左右両側の係止片により左右方向への移動を阻止することができる。
このように、被係止片付きスリーブは、短尺なアダプタハウジングに対して、後方に加え
上下左右方向への３点支持により確実に保持されることから、当該アダプタハウジングの
他端開口部に装着された被係止片付きスリーブ（簡易型光プラグを含む）の上下左右方向
及び後方への抜脱を確実に防止することができる。
【００１８】
　また、前記ストッパ部の上下間隔は、前記係止片の縦幅と同じ長さを有しているので、
前記アダプタハウジングの他端開口部における被係止片付きスリーブの上下方向のガタ付
を防止でき、簡易型光プラグとＬＣ型光プラグとの光学軸上での不整合（軸ズレ）を未然



(5) JP 2020-46580 A 2020.3.26

10

20

30

40

50

に防止することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１９】
【図１】本発明を実施するためのＬＣ型簡易光コネクタの一形態を示す分解斜視図である
。
【図２】同じく組立後のＬＣ型簡易光コネクタの斜視図である。
【図３】同じく組立後のＬＣ型簡易光コネクタの正面図である。
【図４】ＬＣ型光プラグ挿入側より視た状態の分解斜視図である。
【図５】図４中、（ａ）は分解横断面図、（ｂ）は分解縦断面図である。
【図６】組立後のＬＣ型簡易光コネクタの半断面で示す平面図である。
【図７】組立後のＬＣ型簡易光コネクタにＬＣ型光プラグを挿入した状態を示し、（ａ）
は横断面図、（ｂ）は縦断面図である。
【図８】従来例におけるＬＣ型簡易光コネクタの使用状態を示す縦断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００２０】
　以下、図面を参照して本発明に係るＬＣ型簡易光コネクタ１は、図１乃至図７に示すよ
うに、ＬＣ型光プラグＰを一端開口部３Ａから他端開口部３Ｂ側までにわたり軸方向に沿
って挿入する左右一対のプラグ挿入孔３を貫通してなるアダプタハウジング１０と、該ア
ダプタハウジング１０の左右一対の他端開口部３Ｂに各装着される被係止片付きスリーブ
２０と、該各被係止片付きスリーブ２０に割りスリーブ４を介して挿入される簡易型光プ
ラグ３０とを備えている。
【００２１】
　本実施形態におけるアダプタハウジング１０では、前記プラグ挿入孔３の一端開口部３
ＡにはＬＣ型光プラグＰだけが挿入され、アダプタハウジング１０の他端開口部３Ｂ側に
は、短尺な駒状の被係止片付きスリーブ２０及び簡易型光プラグ３０が装着されるため、
上記図８に示すように、双方向からＬＣ型光プラグＰ同士が挿入される従来型長尺タイプ
のアダプタハウジング１００に対して、アダプタハウジング１０自体の軸方向の長さの短
縮及び容積の減少を可能にしている。
【００２２】
　すなわち、前記アダプタハウジング１０は、図１乃至図６に示すように、前記プラグ挿
入孔３の内部が、後述するＬＣ型光プラグＰの角筒状のプラグハウジングＨを受け入れる
ための角孔状となっており、一方前記ＬＣ型光プラグＰが挿入される一端開口部３Ａの内
面上壁の幅方向左右対称部位には、後述するラッチＲの両側の係止突起Ｖを係合させるた
めの係止溝１１が形成されている（図５（ｂ）参照）。また、前記アダプタハウジング１
０の他端開口部３Ｂ側には、先端に互いに内側に向けてオス側フック部１２ａを突設して
なるバネ性を付与した左右一対の係止片１２が互いに軸方向に沿って外向きに突設してあ
る。尚、本実施の形態及び図示例では２心のＬＣ型プラグＰに対応すべく、２心型のアダ
プタハウジング１０が記載されているが、単心あるいは４心以上のアダプタハウジングを
採用することもできる。
【００２３】
　さらに、前記アダプタハウジング１０の他端開口部３Ｂ側端の上下対称部位には、図５
（ｂ）に示すように、一対の係止凹部１３が形成されている。そして、この係止凹部１３
は、前記コネクタハウジング１０の他端開口部３Ｂ内から前記被係止片付きスリーブ２０
が所定の位置まで装着される長さ及びストッパ１３ａが係止凹部１３の終端に形成されて
いる。これらストッパ１３ａは前記被係止片付きスリーブ２０の上下先端縁部２５が突き
当りそれ以降の移動を阻止するものである。
【００２４】
　前記被係止片付きスリーブ２０は、図１、図４、図５（ａ）、図６に示すように、前記
アダプタハウジング１０の他端開口部３Ｂに突設した係止片１２の前記オス側フック部１
２ａを係止させるためのメス側フック部２２ａを各外面に備えた左右一対の被係止片２２
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を軸方向に沿って突設した平面視略コ字状の固定枠部２１を備えている。
【００２５】
　また、前記固定枠部２１の左右両側に設けられた一対の被係止片２２の各外側壁面には
、その各外壁面に前端から側面視略コ字形凹溝状の窪み部５を設け、その後端（簡易型光
プラグ３０挿入側）には軸（前後）方向に縦型段差状となったメス側フック部２２ａと、
その上下両端で対設した横型段差状のストッパ部２２ｂとが形成される。
【００２６】
　而して、前記被係止片２２のメス側フック部２２ａに前記係止片１２のオス側フック部
１２ａが係止されることで、前記アダプタハウジング１０の左右一対の他端開口部３Ｂに
各装着された被係止片付きスリーブ２０の後方への抜脱を防止し、上下のストッパ部２２
ｂにより被係止片付きスリーブ２０の上下移動を阻止でき、且つ、左右両側の係止片１２
により被係止片付きスリーブ２０の左右方向への移動を阻止する。加えて、前記被係止片
付きスリーブ２０は、前記アダプタハウジング１０の他端開口部３Ｂ側端に設けられた係
止凹部１３の終端まで装着され、当該終端に設けられたストッパ２２ｂにより前方への移
動も阻止される。このように、前記被係止片付きスリーブ２０は、その前部側が前記アダ
プタハウジング１０の前方へ露出していても、前記係止片１２による左右方向の支持と、
メス側フック部２２ａ及びストッパ２２ｂによる前後方への移動阻止、上下のストッパ部
２２ｂによる上下方向への移動阻止との所謂３点支持により確実に保持されることができ
る。
【００２７】
　さらに、前記被係止片付きスリーブ２０には、前記固定枠部２１を突き抜けて両側に突
出する円筒状スリーブ部２３を備え、前記被係止片２２内側後端面において前記円筒状ス
リーブ部２３を介して所定の間隔を置いて配置される上下一対の弾性係止片２４を備えて
いる。これら弾性係止片２４は、後端が前記固定枠部２１の後部内端に固定されると共に
、先端が被係止片２２の前方へ突出している。
【００２８】
　前記被係止片付きスリーブ２０の簡易型光プラグ３０が挿入される側は四角筒状に形成
され、前記した左右一対の被係止片２２は、この四角筒状の端面において上下一対の弾性
係止片２４と直交する位置関係に配置されている。
【００２９】
　前記簡易型光プラグ３０は、図１、図２、図４（ａ）、図４（ｂ）、図５、図６に示す
ように、光ファイバ（図示省略）の端部に固定されたフェルール３１と、該フェルール３
１を嵌合受け入れる鍔部３２ａ及び案内溝３２ｂ付きの略角筒状のフランジ部材３２と、
光ファイバを保護するシリコンゴムなどの弾力性を有するフード３３とから構成されてい
る。前記鍔部３２ａは、フェルール３１の軸方向に貫通する案内溝３２ｂが４つ円周方向
に９０度ずつ隔てて形成されている。この案内溝３２ｂは、前記被係止片付きスリーブ２
０の一対の被係止片２２と一対の弾性係止片２４とによって囲繞された四角筒状の開口に
受け入れることができる幅を有している。
【００３０】
　前記案内溝３２ｂは光ファイバを中心に円周方向に９０度ずつ隔てて形成されているた
め、９０度毎に回転対称となる。これにより、本実施形態の光コネクタ１では９０度毎の
調心が可能である。
【００３１】
　本実施形態のＬＣ型光プラグＰは、図１、図７（従来の上記図８も参照）に示すように
、プラグハウジングＨと、このプラグハウジングＨ内にてフェルールＦを先端に保持する
フェルールホルダＧと、このフェルールホルダＧの後端側の外周部に装着される圧縮バネ
Ｅと、この圧縮バネＥを介してフェルールホルダＧの後端側に嵌合するストッパＳとを具
備する。前記フェルールＦは前記プラグハウジングＨ内に圧縮バネＥを介して軸方向に付
勢保持されている。また、前記プラグハウジングＨの後方には、不図示の光ファイバ心線
を保護して、変形による断線等を防止するブーツＢが設けられている。
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【００３２】
　さらに、図１、図７（従来の上記図８も参照）に示すように、前記プラグハウジングＨ
の外周面には、前記アダプタハウジング１０との係合及びその解除を行うためのラッチＲ
がプラグハウジングＨに一体的に設けられている。このラッチＲは、プラグハウジングＨ
の先端部から後端部に向かって徐々にプラグハウジングＨの外表面から離れるように傾斜
して延設され、このラッチＲの先端部の表面にプラグハウジングＨの外表面とは反対側に
向かって所定量突出した突起部Ｔとを有する。また、前記ラッチＲの延設方向略中央部の
幅方向両側面には、それぞれ係止突起Ｖが設けられており、この係止突起Ｖを介してＬＣ
型光プラグＰがＬＣ型簡易光コネクタ１のアダプタハウジング１０の前記係止溝１１（図
５（ｂ）参照）に係合するようになっている。
【００３３】
　図６（ｂ）（従来の上記図８も参照）には、トリガレバーＬがプラグハウジングＨに一
体的に設けられ、前記ラッチＲ先端の突起部Ｔに上方から当接している。このトリガレバ
ーＬを押し下げることでラッチＲを倒して係止突起Ｖを係止溝１１から離反し、アダプタ
ハウジング１０からＬＣ型光プラグＰを取り外す。
【００３４】
　次に、以上のように構成された形態についての使用の一例について説明する。
　先ず、図１、図４、図５（ａ）、図５（ｂ）に示すように、前記アダプタハウジング１
０の他端開口部３Ｂ側に被係止片付きスリーブ２０を装着する。このとき、他端開口部３
Ｂより突出した係止片１２のオス側フック部１２ａが前記被係止片付きスリーブ２０の側
面視略コ字形凹溝状のメス側フック部２２ａに係架され、当該被係止片付きスリーブ２０
は、前記係止片１２により左右方向への抜け止めはもとより、前記ストッパ部２２ｂとメ
ス側フック部２２ａにより上下方向と後方への抜け止め、さらにコネクタハウジング１０
の他端開口部３Ｂ内に設けられたストッパ１３ａにより前方への抜け止め状態となって保
持される。
【００３５】
　次いで、前記簡易型光プラグ３０のフェルール３１先端側に割りスリーブ４を装着して
おき、前記アダプタハウジング１０に装着されている被係止片付きスリーブ２０に挿入す
る。このとき、図６、図７（ａ）、図７（ｂ）に示すように、円筒状スリーブ部２３内に
割りスリーブ４とともにフェルール３１先端側が挿入されると同時に被係止片付きスリー
ブ２０の一対の弾性係止片２４が鍔部３２ａと係合することで、簡易型光プラグ３０は被
係止片付きスリーブ２０に固定される。
【００３６】
　そして、図１及び図６に示すように、アダプタハウジング１０の一端開口部３Ａ側にＬ
Ｃ型光プラグＰを挿入する。このとき、ラッチＲの係止突起Ｖがアダプタハウジング１０
の上壁面によって押下され、係止突起Ｖがアダプタハウジング１０の前記係止溝１１に係
合し保持される。これに伴いプラグハウジングＨの内側（円形状の孔）に円筒状スリーブ
部２３が内嵌合すると同時にＬＣ型光プラグＰ先端のフェルールＦが円筒状スリーブ部２
３の内部に嵌合し、フランジ部材３２から前方に突出したフェルール３１とＬＣ型光プラ
グＰのフェルールＦとの先端面同士が割りスリーブ４内で接合する。
【００３７】
　前記アダプタハウジング１０の一端開口部３Ａ側からＬＣ型光プラグＰを取り外す場合
には、プラグハウジングＨに一体的に設けられているトリガレバーＬを介してラッチＲ先
端の突起部Ｔを手で押し下げることで、前記係止溝１１から係止突起Ｖを離反させ、ＬＣ
型光プラグＰは容易に引き抜くことができる。
【符号の説明】
【００３８】
Ｐ　　　ＬＣ型光プラグ
Ｈ　　　プラグハウジング
Ｆ　　　フェルール
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Ｇ　　　フェルールホルダ
Ｅ　　　圧縮バネ
Ｓ　　　ストッパ
Ｒ　　　ラッチ
Ｌ　　　トリガレバー
Ｖ　　　係止突起
Ｂ　　　ブーツ
Ｗ　　　スリーブホルダー
Ｔ　　　突起部
１　　　ＬＣ型簡易光コネクタ
３　　　プラグ挿入孔
３Ａ　　一端開口部
３Ｂ　　他端開口部
４　　　割りスリーブ
５　　　窪み部
１０　　アダプタハウジング
１１　　係止溝
１２　　係止片
１２ａ　オス側フック部
１３　　係止凹部
１３ａ　ストッパ
２０　　被係止片付きスリーブ
２１　　固定枠部
２２　　被係止片
２２ａ　メス側フック部
２２ｂ　ストッパ部
２３　　円筒状スリーブ部
２４　　弾性係止片
２５　　縁部
３０　　簡易型光プラグ
３１　　フェルール
３２　　フランジ部材
３２ａ　鍔部
３２ｂ　案内溝
３３　　フード
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